
















チャント (Jo Marchant) は、それら知見や事例を興味深く取り挙げている。そ
の知見の中で本稿がテーマとするのは、患者 - 医療者関係の言動に深く関わ
る「意味付け」の観点による説明理論である。特にプラセボ効果は「物語行為
























































本稿のテーマは主に (3) と (4) に関わるものであるが、マーチャントが取り



















































開したのは、哲学者であって内科医でもあるブロディ (Howard Brody) である。
第 2章　意味付け仮説 (meaning model) と物語による治療
ブロディはプラセボ反応を説明する有力な理論的仮説のひとつとして、次の
ような「意味付け仮説 (meaning model)」を提案している。（重野 a, 47-48）
第 1節　意味付け仮説
彼の定義によれば、「プラセボ反応」とは、「治療の場で、人がなんらかの










(5). 病気の自然な経過による治癒、いわゆる「自然治癒力 (spontaneous 
healing)」あるいは「疾患過程の自然な経過 (the natural history of the disease 
process)」は、シンボル的な意味をもつ出来事がなくても起こったはずだから、
これらを除外するため。
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